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草地造成改良 

牧 野 改 良 

 最近本県の畜産は目覚し

い発展を示しつつあります。

この進展の原動力となるも

のは自給飼料の増産である

ことは申すまでもありませ

ん。即ち未利用地、或は瘠

悪な既存牧野を開発し草地

の造成改良を行なって栄養

分に富んだ牧草を集約的に

しかも豊富に生産すること

によって畜産経営の安定合

理化が促進され、家畜の増

殖や安い畜産物の生産が可

能となります 

このため昨年４月に、草資

源大増産計画、謂ゆるグリ

ーンプランを樹てました。

これは畜産経営の規模の拡

大と経営自体の合理化を図

るため、飼料の増産によっ

て、現在の飼料自給率が約

51％であるものを昭和 40年

度までに牧野の造成改良

（高度集約牧野 6,000 ヘク

タール、大規模草地 500ヘクタール、改良牧野 3,000

ヘクタール、小規模草地 500ヘクタール計 10,000ヘ

クタール）と既耕地の高度利用によって自給率 80％

にまで高め、また給与内容の改善を図ろうと云うも

のであります。計画を年次別に示しますと次表のと

おりであります。 

 

 以上のとおりクリーンプランに沿って、本年度補

助事業は、高度集約牧野造成改良事業 27ヶ市町村 39

団地、250 ヘクタール、小規模草地造成改良事業 14

ヶ市町村、28団地 20ヘクタール、改良牧野造成改良

事業７ヶ市町村、11 団地 239、７ヘクタールと事業
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は、計画面積以上に推進されております。 

 大規模草地（蒜山地区）については、昭和 34年度

基本調査に引続き本年度も事業実施計画調査を行な

い、草地可能面積 1,240 ヘクタール、家畜飼養頭数

3,600頭を容れる見込はつきましたが、基盤整備（道

路）草地造成、利用施設その他付帯事業の規模、経

営性等の問題が残っていますので、現在農林省にお

いて、研究中であり実施計画はさらに検討の段階に

あります。 
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飼 料 作 物 

 飼料作物の生産性を向上して良質の粗飼料を確保

し、その利用方法の改善をすすめて行くことは極め

て重要な課題となっていますが、これ等を計画的、

効率的に推めるため、本県の環境条件に適した飼料

作物栽培、耕種基準を作り、広く、これの普及に努

めることにしています。 

（１）飼料作物栽培採種調査 

地帯別の栽培条件に適応した飼料作物種子の需要が

激増した現状に鑑みて、酪農試験場において青刈と

うもろこし、赤クローバー、ホワイトクローバー、

オーチャードグラス、イタリアンライグラス、ルー

サン、飼料カブの７品種について成育調査と、瘠悪

地、乾燥地に適する牧草の草種、草生の調査を行な

っています。 

農林省の選定地域は次のとおりです。 

さらに養鶏試験場、酪

農試験場、同蒜山分場

和牛試験場、農業試験

場、同大佐分場におい

て地形、気象により最

北部、北部、中部、南

部の地帯別に生育、収

量、利用年限、飼料成

分等について（栽培飼

料作物＝青刈とうもろ

こし、スーダン グラ

青刈大豆、カウピー、

つる取甘藷、イタリア

ンライグラス、青刈え

ん麦、ベッチ類、飼料カブ、レープ）調査を行ない、

適応作物を選定すると共に耕種基準策定の基礎資料

としています。 
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（２）畑作地帯飼料自給化普及 

これは主要畑作地帯における農家の畜産経営の合理

的な発展を促すため飼料作物の栽培、自給飼料の加

工、貯蔵、給与面の啓蒙により飼料基盤の確立を図

るものであります。このためその地帯の営農条件に

適応した飼料自給度の向上に必要な技術の滲透を図

るため指導者を対象に、飼料の自給に関する講習会

を県下５ヶ所において開催し技能の研修を行ない、

指導力の強化を行ないましたが、昭和 36年度はさら

に強力に、これらの事業を行なう予定であります。

このほか、酪農経営改善地区指定の 36市町村に対す

る飼料の自給度向上の計画樹立、事業実施のための

啓蒙と現地指導調査を行ない、飼料自給化促進に努

めましたが、今後さらに麦作の飼料作物への作付転

換。或いは、麦類、いも類の飼料化を積極的にすす

め、速やかな農家の経営安定をめざしたいものであ

ります。 

小団地開発整備 

 この事業の内容は牧野の効率的な利用を図るため

の牧道牧柵の設置で、昭和 35年度においては次の通

り計画推進しています。 

 

牧野動力規格 

 牧野開発機械については「レーキトーザ」２台、

トラクター３台、プラウ、ハロー等の農具をもって

草地造成及び牧草の高位生産のため牧野開発を推進

しつつあります。機械の損耗が著しく、この整備の

ため事業の進捗が稍々遅れた感もありますが、鋭意

開発に努め次の実績をみました。 

 

      

 

トラクター作業実績 
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草地管理利用機械 

 これについては50ヘクタール以上の改良草地を有

している地域で、酪農経営改善市町村を対象として、

昭和35年度においては蒜山地区を選定し次の機会を

設置する予定です。 

 

畜産経営改善 

 酪農経営、肉牛生産

経営の改善を対象に

飼料利用を中心とし

て次の要領で施設の

設置（西大寺市上南・

高梁市高梁農業協同組合）を行ないこれを助成し経

営の改善を進めています。 

 

啓 蒙 普 及 

 草の増産啓蒙普及については畜産振興の基盤とし

て最近特に重要視されています。しかし草地の造成

改良、飼料作物の栽培について、未だ技術的、経営

的にも今後の研究を俟って解明さるべき種々の問題

も多いと考えられますが、ようは生産された草の利

用の仕方によって経済効果が定められるものであり

ますから、牧草や飼料作物の増産と共に生産産物の

効果的な利用を行なううえの知識普及も極めて大切

です。そのため講演会、講習会の開催、また草の週

間をもうけてテレビ、ラジオ、新聞等を通じて草に

関する宣伝、種子の配布、優良草地の表彰等を効果

的に行なうこととし、さらに牧野改良の資料を配布

して啓蒙普及に努め、今後さらに草地の維持管理、

水田裏作に対する飼料作物、牧草作付転換等、草地

農業の推進に力を入れたいと考えておりますので関

係各位の強力を望んでやみません。 

 

 


